
武士はどのような暮らし
をしていたのか。



前回の復習



資P56 武士はどのように始まったのか調べます。



①自分の土地を守るために
武装する。 
②大きな武士団となる。

＜武士のおこり＞



天皇や貴族は、武士を呼んで戦いにのぞんだ「保元の乱」
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天皇の後つぎ争い
＜保元（ほうげん）の乱＞



保元の乱で、源氏と平氏は味方同士だった。しかし・・・

（兄）崇徳上皇

（弟）藤原頼長

（父）源為義 
＋弟たち

（おじ）平忠正

（弟）後白河天皇

（兄）藤原忠通

（子）源義朝

（おい）平清盛

不満 対抗

勝利



後に源氏と平氏は争い合うことになる。 
何があったと思いますか。



保元の乱で勝利した、源義朝と平清盛のその後。
源義朝 平清盛

朝廷の馬の管理をする長官 兵庫県南部を治める長官
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天皇の後つぎ争い
＜保元（ほうげん）の乱＞

保元の乱のほうびに不満をも
った源氏が平氏と争う。

＜平治（へいじ）の乱＞



藤原信頼 
（信西をよく思っていない） 

源頼朝【13歳】 
（義朝の息子） 

源義朝 
（不満をかかえている） 

平清盛 
（信西を信頼している） 

処刑

逃げた先で裏切られ、
殺される

つかまるが、清盛の母
に殺すのを止められる

伊豆へ閉じ込められる

そして、清盛は義朝たちに勝利する



保元の乱のほうびに不満をも
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＜平治（へいじ）の乱＞



保元の乱のほうびに不満をも
った源氏が平氏と争う。

＜平治（へいじ）の乱＞

・平氏の勝利 
・源頼朝は伊豆へ流される。
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平清盛のその後



シール
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シール

平 清盛
①娘と天皇をけっこん 
②武士初の太政大臣（朝廷のトップ） 
③厳島神社を大切にした。（貿易）



平氏の栄華（2分30秒）



源氏と平氏の争いはどのように進んでいったのか
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太政大臣になった清盛は、どんどん自分が政治をしようとする
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①後白河法皇を京都の館に閉じ込め
て、政治をさせないようにした。 

②娘を天皇に嫁がせて、天皇の家族と
して力を持とうとした。 

③政治の中心となる役人たちを、平氏
の一族にした。
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清盛の行動に対してどう思いますか。
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そのやり方に、次第に周りから反感がうまれる
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しかし、頼朝は伊豆に見張りをつけられ閉じ込められていた。 

それなのに、出ることができた。
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北条時政 
（頼朝の見張り役）

北条政子 
（時政の娘）

夫婦

頼朝は政子にお願いをした。結局、（父）時政も頼朝の協力者となった。



シール

源頼朝 
平氏と戦を始める



源氏と平氏が戦った場所

①
②

③

④⑤

⑥



1180年　富士川の戦い

源氏と平氏は戦わずに終わった 

平氏軍は、水鳥が飛び立った音
を敵とかんちがいして、逃げて
しまった。
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源義経 
源氏軍に合流する



義経は、相棒の武蔵坊弁慶と共に戦で活躍をする
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1183年　倶利伽羅峠（くりからとうげ）の戦い

牛の角にたいまつ作戦 

平氏軍は、次々と谷底
へ落ちた。
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平氏軍は、次々と谷底
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1185年　壇ノ浦の戦い（最終戦）

水上での戦い 

平氏軍は、次々と降参。 
清盛の妻は、幼い孫とと
もに自ら海へ。
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三種の神器 

代々天皇家に伝わる
三種の神器も海へ。 
「草薙剣」だけは 
見つからなかったと
いう。

八咫鏡 草薙剣 八尺瓊勾玉
やたのかがみ くさなぎのつるぎ やさかにのまがたま
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ここまでの感想を言いなさい
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武士は、自分の土地を守るため
に武装して力をつけた。 
農村では、武芸にはげみ、都で
は、天皇や貴族の警護をした。 
大きな武士団は、やがて貴族を
しのぐほどの力をつけた。
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武士は、自分の土地を守るため
に武装して力をつけた。 
農村では、武芸にはげみ、都で
は、天皇や貴族の警護をした。 
大きな武士団は、やがて貴族を
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武士はどのような暮らしをしていたのか。



＜授業の感想＞ 
ノートかロイロに書いて、 
ロイロの提出箱に提出します。
「もっと知りたいこと」 
「ぎもん」 
「おどろいたこと」など


